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建
設
従
事
者
の
命
よ
り
も
会
社
の
利
益
を
優
先
さ
せ
た
責
任
を

国
と
製
造
企
業
に
問
う
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
。
訴
訟
を
開
始
す

る
に
あ
た
り
、ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

2
0
0
2
年
、
東
京
土
建
は
じ

ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
か
ら
仲
間
を

守
り
、
労
災
保
険
に
よ
る
救
済
と

被
害
の
根
絶
を
求
め
る
運
動
方
針

を
新
た
に
提
起
し
ま
し
た
。
6
月

の
幹
部
学
校
で
は
全
国
の
じ
ん
肺

被
害
者
の
闘
い
を
描
い
た
「
人
と

し
て
生
き
る
」
を
上
映
、
7
月
に

は
「
衛
生
対
策
活
動
者
会
議
」
を

初
め
て
開
き
ま
し
た
。
そ
し
て
7

・
8
月
は
約
2
0
0
人
の
じ
ん
肺

疑
い
の
強
い
「
特
Ａ
ラ
ン
ク
対
象

者
」を
訪
問
す
る
強
化
期
間
と
し
、

10
月
末
ま
で
に
91
人
訪
問
し
ま
し

た
。
労
災
申
請
も
進
み
、
18
件
の

管
理
区
分
認
定
を
受
け
、
労
災
認

定
は
7
件
と
な
り
ま
し
た
。
取
り

組
み
が
進
ん
だ
要
因
は
、
じ
ん
肺

・
ア
ス
ベ
ス
ト
の
職
業
病
認
定
を

め
ざ
す
運
動
の
意
義
が
多
く
の
支

部
で
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
と
、

本
部
に
専
任
の
担
当
者
を
配
置
し

た
体
制
強
化
で
す
。
数
百
人
規
模

の
対
象
者
を
組
織
的
に
訪
問
し
て

説
得
す
る
活
動
は
、
全
国
的
に
も

初
め
て
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

2
0
0
2
年
か
ら
の
2
年
間
で

芝
病
院
を
受
診
し
た
組
合
員
が
2

3
5
人
、
労
災
認
定
は
23
人
、
じ

ん
肺
管
理
区
分
の
「
管
理
2
」
以

上
の
認
定
者
が
20
人
と
な
り
ま
し

た
。
01
年
度
ま
で
年
間
1
人
労
災

認
定
が
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
た

だ
け
に
、
「
10
年
分
以
上
を
こ
の

1
年
間
で
認
定
」
（
労
働
科
学
研

究
所
・
海
老
原
医
師
）
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
年
、
「
東
京
土
建
じ

ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
患
者
会
」（
通

称
は
な
み
ず
き
会
）
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。
患
者
会
の
意
義
は
、
①

じ
ん
肺
患
者
自

身
の
要
求
を
明

ら
か
に
し
て
、

要
求
を
実
現
す

る
運
動
の
主
体

と
す
る
こ
と
。

②
建
設
じ
ん
肺

・
ア
ス
ベ
ス
ト

を
職
業
病
と
し

て
世
論
化
し
て

ゆ
く
運
動
の
中

心
を
担
う
こ
と

で
し
た
。

こ
う
し
た
運

動
を
反
映
し

て
、
厚
生
労
働
省
の
ア
ス
ベ
ス
ト

製
品
規
制
強
化
、
ア
ス
ベ
ス
ト
労

災
の
認
定
基
準
も
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
厚
生
労
働
省
は
9
月
に
「
労

働
安
全
施
行
令
」
を
改
正
、
ア
ス

ベ
ス
ト
製
品
の
一
部
の
使
用
が
2

0
0
3
年
10
月
1
日
か
ら
禁
止
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
ア
ス
ベ
ス
ト

に
よ
る
疾
病
の
認
定
基
準
の
緩
和

・
拡
大
で
、
中
皮
腫
の
労
災
適
用

が
一
段
と
広
が
り
ま
し
た
。

2008年5月16日の提訴行動

2
0
0
6
年
か
ら
東
京
土
建
は

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
で
の
国
と
製
造

企
業
へ
の
賠
償
請
求
訴
訟
の
検
討

を
本
格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。
10

月
1
日
の
中
央
執
行
委
員
会
は
、

全
国
じ
ん
肺
弁
連
に
、
建
設
労
働

者
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に
対
し

て
、
国
と
建
材
製
造
企
業
へ
の
損

害
賠
償
訴
訟
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
意
見
書
を
求
め
る
こ
と
を
決

定
。
2
0
0
7
年
4
月
19
日
、「
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
意
見
書
」
報
告

会
を
開
催
、
首
都
圏
組
合
に
も
参

加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て

6
月
1
日
の
中
央
執
行
委
員
会

で
、
8
月
末
ま
で
を
原
告
組
織
化

の
集
中
期
間
と
決
定
し
、
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
対
策
会
議
、
労
働
対
策

活
動
者
会
議
、
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
説

明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

こ
う
し
た
準
備

を
へ
て
8
月
26
日

の
中
央
執
行
委
員
会
は
、
「
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
」
を
原
告
と
と

も
に
た
た
か
う
こ
と
を
決
定
。
こ

れ
に
基
づ
き
、
9
月
17
日
に
は
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
弁
護
団
が
結

成
さ
れ
、
10
月
7
日
に
は
東
京
土

建
ア
ス
ベ
ス
ト
原
告
団
を
結
成
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
原
告
か
ら
の

聞
き
取
り
、
首
都
圏
組
合
委
員
長

・
書
記
長
会
議
を
へ
て
、
2
0
0

8
年
3
月
2
日
、
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
シ
ン
ポ
、
統
一
原
告
団
結
成
総

会
、訴
訟
闘
争
本
部
を
立
ち
上
げ
、

国
交
省
、
厚
労
省
、
製
造
企
業
へ

要
請
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

2
0
0
8
年
・
第
61
回
大
会
は
、

首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の

持
つ
意
味
を
、
①
運
動
と
合
わ
せ

国
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
抜
本
的

に
改
め
さ
せ
国
と
企
業
の
拠
出
に

よ
る
救
済
基
金
確
立
な
ど
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
者
全
面
救
済
へ
の
施
策

を
実
施
さ
せ
る
こ
と
、
②
国
と
製

造
企
業
の
責
任
を
法
的
に
明
ら
か

に
し
、
被
害
者
へ

の
謝
罪
、
損
害
賠

償
を
実
現
さ
せ
、

被
害
者
・
遺
族
の

生
活
を
守
る
こ

と
、
③
全
国
最
大

の
建
設
業
従
事
者
の
訴
訟
で
あ

り
、
す
べ
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

を
根
絶
す
る
先
行
訴
訟
で
あ
る
こ

と
と
提
起
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
救
済
基
金
の
確
立

は
、
今
回
の
訴
訟
が
原
告
の
救
済

だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
者
の
救
済
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
鮮
明
に
し

ま
し
た
。
ま
た
基
金
制
度
の
実
現

の
た
め
に
は
、
国
の
規
制
権
限
不

行
使
の
責
任
、
製
造
企
業
の
共
同

不
法
行
為
責
任
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
0
8
年
5
月
16
日
、
東
京

地
裁
に
1
7
2
人（
被
害
者
単
位
）

の
原
告
（
東
京
土
建
1
3
6
人
、

埼
玉
土
建
22
人
、千
葉
土
建
11
人
、

東
京
建
設
2
人
、
東
建
従
1
人
）

が
、
国
と
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
製
造

企
業
46
社
を
相
手
に
提
訴
し
ま
し

た
。
当
日
の
支
援
大
集
会
に
は
、

原
告
・
家
族
1
4
3
人
（
東
京
土

建
91
人
）
を
は
じ
め
、
組
合
か
ら

3
6
5
5
人
（
東
京
土
建
2
2
9

2
人
）
、
弁
護
団
、
支
援
団
体
、

野
党
4
党
の
国
会
議
員
な
ど
4
0

0
0
人
以
上
が
参
加
、
マ
ス
コ
ミ

も
大
き
く
取
り
上
げ
ま
し
た
。
6

月
30
日
に
は
横
浜
地
裁
に
神
奈
川

の
被
害
者
40
人
が
同
様
の
提
訴
を

行
な
い
ま
し
た
。

マスコミ報道された第3回はなみずき会総会

2
0
0
5
年
6
月
29
日
、
機
械

大
手
の
ク
ボ
タ
が
、
元
・
現
従
業

員
と
尼
崎
工
場
付
近
の
住
民
に
ア

ス
ベ
ス
ト
が
原
因
の
中
皮
腫
や
肺

が
ん
で
、
多
数
の
死
亡
者
が
出
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
建
材

製
造
、
造
船
、
自
動

車
関
連
企
業
な
ど

で
、
次
々
と
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
被
害
の

拡
大
と
住
宅
な
ど
身

近
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が

使
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
国
民
の
不
安

が
広
が
り
、
一
気
に

重
大
な
社
会
問
題
に

発
展
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
は
首
都

圏
4
組
合
で
7
月
23

日
に
ア
ス
ベ
ス
ト
問

題
で
の
記
者
会
見
を

開
き
、
建
設
産
業
が

今
後
被
害
の
中
心
と
な
る
こ
と
、

そ
し
て
被
害
状
況
が
す
で
に
出
て

い
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。
ア
ス

ベ
ス
ト
に
よ
る
労
災
申
請
と
認
定

の
状
況
、
ま
た
、
す
で
に
か
な
り

の
仲
間
が
死
亡
し
て
い
る
こ
と
も

明
ら
か
に
し
て
訴
え
ま
し
た
。
こ

の
記
者
会
見
は
大
き
な
注
目
を
集

め
、そ
の
場
で
海
老
原
医
師
か
ら
、

建
設
労
働
者
の
肺
が
ん
の
7
割
は

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
と
い
う
調
査
結

果
の
報
告
も
あ
っ
て
、
建
設
労
働

者
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
が
大
き
く

注
目
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
者
会
見
を
契

機
に
し
て
、
建
設
の
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
が
多
く

報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
は
な
み
ず
き
会
の

会
員
も
報
道
さ
れ
る
状

況
に
な
り
、全
建
総
連
、

千
葉
土
建
や
神
奈
川
県

連
と
と
も
に
建
設
従
事

者
の
被
害
と
労
災
適
用

の
緩
和
と
迅
速
化
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
政
府
は
7
月
27

日
に
「
石
綿
に
よ
る
疾

病
に
係
る
事
務
処
理
の

迅
速
化
等
に
つ
い
て
」

の
通
達
を
出
し
、
具
体
的
な
調
査

内
容
を
示
し
、
ど
こ
の
監
督
署
で

も
請
求
を
受
け
付
け
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

は
な
み
ず
き
会
は
8
月
の
第
3

回
総
会
で
、
全
て
の
被
災
者
の
全

面
救
済
、
医
療
機
関
の
育
成
、
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
製
造
業
者

責
任
で
の
回
収
、
ア
ス
ベ
ス
ト
即

時
全
面
禁
止
、
労
災
手
続
き
の
簡

素
化
と
迅
速
化
を
求
め
る
ア
ピ
ー

ル
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
総
会

は
各
社
の
取
材
を
受
け
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
も
報
道
さ
れ
ア
ス
ベ
ス
ト
患
者

の
声
を
社
会
に
訴
え
ま
し
た
。

運
動
を
反
映
し

救
済
法
が
制
定

政
府
は
2
0
0
6
年
1
月
20
日

開
会
の
通
常
国
会
冒
頭
に
「
ア
ス

ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済

に
関
す
る
法
律
案
（
ア
ス
ベ
ス
ト

新
法
）」と
一
括
法
案
と
し
て「
ア

ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
等
に
係
る

被
害
の
防
止
の
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
」
を
提

出
し
、2
月
3
日
成
立
し
ま
し
た
。

政
府
が
世
論
と
運
動
に
押
さ
れ
、

周
辺
住
民
な
ど
に
初
め
て
救
済
対

策
が
制
度
化
さ
れ
る
の
は
一
定
の

運
動
の
反
映
で
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
新
法
は
①
国
と
企

業
の
責
任
が
あ
い
ま
い
、
②
内
容

が
「
補
償
」
で
な
く
「
救
済
」
に

と
ど
ま
り
、「
労
災
並
み
の
補
償
」

に
比
べ
不
十
分
、
③
対
象
疾
病
が

中
皮
腫
と
肺
が
ん
に
限
定
さ
れ
て

い
る
な
ど
問
題
が
あ
り
ま
し
た

が
、
労
災
認
定
を
迅
速
化
・
弾
力

化
さ
せ
て
、
労
災
保
険
の
早
期
認

定
や
労
災
不
支
給
の
組
合
員
救
済

に
結
実
し
ま
し
た
。

組
合
の
要
求
は

基
本
法
の
実
現

東
京
土
建
は
こ
の
法
案
に
対
し

て
大
幅
な
修
正
を
求
め
る
と
同
時

に
、
被
害
者
救
済
に
と
ど
ま
ら
な

い
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
ア
ス

ベ
ス
ト
建
材
の
処
理
や
除
去
対

策
、そ
し
て
そ
の
費
用
へ
の
助
成
、

省
庁
別
の
ま
ち
ま
ち
の
規
準
で
は

な
い
、
統
一
さ
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト

調
査
な
ど
、
総
合
的
な
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
を
求
め
る
「
ア
ス
ベ
ス
ト

基
本
法
」
制
定
運
動
を
取
り
組
み

ま
し
た
。

基
本
法
実
現
に
向
け
、
東
京
土

建
だ
け
で
30
万
の
目
標
設
定
で
奮

闘
し
た
「
1
0
0
万
人
署
名
」
は

18
万
を
超
え
る
署
名
を
集
め
、
全

国
で
は
1
8
2
万
筆
以
上
の
署
名

が
1
月
30
日
ま
で
に
集
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
1
月
30
日
に
開
か

れ
た
1
0
0
万
人
署
名
達
成
集
会

の
成
功
と
、
そ
の
前
に
取
り
組
ま

れ
た
国
会
内
の
緊
急
集
会
と
議
員

要
請
行
動
に
も
取
り
組
み
、
奮
闘

し
て
き
ま
し
た
。

3

１０
年
分
以
上
を
１
年
間
で

建設労働者の被害注目
記者会見とはなみずき会

組
織
的
訪
問
で
ア
ス
ベ
ス
ト
認
定国

と
企
業
の
責
任
を
追
及

被
害
根
絶
へ
最
大
の
先
行
訴
訟


